
**** 吸入薬の使い方 **** 

 

吸入薬の説明： 

（  ）インタール吸入液（１アンプル 2ccを使用します） 

① 気道粘膜に対する抗アレルギー作用を持つ基剤です。 

② ベネトリン吸入液と混ぜて使用します。 

 

（  ）ベネトリン吸入液（1回 0.3ccを、注射器で計って使用します） 

① 気管支を広げて呼吸を楽にする薬です。 

② インタール吸入液と混ぜて吸入します。 

③ 一日に 4回まで吸入できます。 

④ 症状が改善したら、吸入回数を減らしても可いです。 

⑤ 誤って大量に飲むと危険です。子供の手の届かないように管理して下さい。 

 

（  ）パルミコート吸入液（１アンプル 2ccを使用します） 

① 気管支喘息などの、気道過敏性を鎮める吸入薬です。 

② 一日 1回吸入します。 

③ 症状が良くなっても、医師の指示通り継続して下さい。 

 

（  ）ボスミン吸入（1回 3ccを、注射器で計って使用します） 

① クループ症状や、急性細気管支炎に対する吸入薬です。 

② 声門や、細気管支の炎症による腫れを軽減します。 

③ 一日 3回吸入します。 

④ 症状が改善したら、吸入回数を減らしても可いです。 

⑤ 誤って大量に飲むと危険です。子供の手の届かないように管理して下さい。 

 

保証金のこと： 

①保証金をお預かりするのは、「大切に使用しましょう」という、お互いの意思の確認

のためです。 

②貸し出し吸入器は消耗品ですので、大切に取り扱っても破損する場合があります。 

 そういう場合、保証金はお返しできます。 

③不適切な取り扱い、不注意による破損の無いように注意して下さい。 
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